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「
国
連
軍
縮
週
間
の
つ
ど
い
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取
り
組
み
ま
し
ょ
う 

 
 

 

 

 

被爆者の命の叫びを忘れないで下さい 

 

 

 

「核兵器全面禁止のアピール」署名 
（２０１３年１１月１日現在） 
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ら
も
友
人
で 

 

 

 

 

 

平
和
の
歌
声
と
被
爆
証
言
で
決
意
新
た
に 

 

○広島で１７歳で被爆し、被爆証言をする高木静子さん 

 

 

 

る
集
会
で
す
。
大
阪
府
・
大

阪
市
か
ら
も
三
十
年
間
後

援
を
い
た
だ
い
て
い
る
集

会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
千
秋 

昌
弘
さ
ん
の
テ
ノ
ー
ル
独

唱
。
「
人
間
を
か
え
せ
」
の

熱
唱
に
は
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
男
性
合
唱
団 

考
慮
し
、
中
止
に
。
校
長
先
生

の
判
断
が
高
木
さ
ん
の
生
死
の

分
か
れ
目
と
な
る
。 

 

八
時
十
五
分
。
自
分
の
ノ
ー

ト
を
開
い
た
瞬
間
、
強
烈
な
光

が
走
っ
た
。
写
真
の
フ
ラ
ッ
シ

ュ
を
何
千
倍
も
強
く
し
た
強
烈

な
閃
光
！
木
材
の
中
か
ら
這
い

出
し
て
み
る
と
、
校
舎
が
な
い
。 

廃
材
の
山
。
ポ
タ
ポ
タ
と
額
か

ら
血
が
し
た
た
り
始
め
、
左
首

か
ら
も
血
が
噴
き
出
し
て
ブ
ラ

ウ
ス
は
、
も
う
真
っ
赤
に
染
ま

っ
て
い
た
。 

 

気
が
つ
く
と
、
兵
舎
の
板
敷

の
間
に
寝
か
さ
れ
て
お
り
、
う

め
き
声
が
満
ち
て
い
る
。
声
の

中
か
ら
急
に
立
ち
上
が
っ
て
叫

び
声
を
発
し
、
発
狂
し
て
い
る 

の
か
。
ま
る
で
、
焼
い
た
イ

ワ
シ
の
よ
う
に
寝
か
さ
れ

て
い
る
の
は
動
員
学
徒
の

中
学
生
。
少
年
・
少
女
た
ち

が
ウ
ジ
虫
の
エ
サ
に
な
っ

て
い
る
。
私
は
、
ウ
ジ
虫
を

と
っ
て
あ
げ
る
と
、 

「
お
姉
ち
ゃ
ん
と
、
ア
、
リ 

ガ
、
ト
」
と
言
っ
て
、
ほ
っ

と
す
る
の
も
つ
か
の
間
、
ガ

ク
ン
と
な
っ
て
し
ま
う
。
か

す
か
に
「
お
母
ち
ゃ
ん
」
と

呼
ん
で
、
こ
と
切
れ
る
の

だ
。・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

そ
し
て
、
少
女
時
代
の
私

の
夢
は
断
た
れ
た
。 

 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は 

 
 

平
和
を
願
う
歌
声
で 

  

十
月
二
十
六
日
、「
国
連

軍
縮
週
間
の
つ
ど
い
」
が 

大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
１
９
７
８

年
か
ら
国
連
軍
縮
週
間
を

記
念
し
て
、
三
十
五
年
間 

開
催
さ
れ
て
い
る
歴
史
あ 

「
昴
」
の
組
曲
「
放
射
能
」

は
、
福
島
の
人
々
の
想
い
が

熱
唱
さ
れ
、
軍
縮
週
間
の
つ

ど
い
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
声
と

な
り
ま
し
た
。 

  

十
七
歳
が
見
た 

広
島
の
地
獄
絵
図 

 
 

 

 

高
木
静
子
さ
ん
は
、
広
島

女
子
高
等
師
範
学
校
四
年
生 

十
七
歳
で
被
爆
。
八
月
六
日 

の
い
つ
も
の
校
庭
で
あ
る
朝

礼
は
、
前
夜
の
空
襲
警
報
を 
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●
オ
バ
マ
大
統
領
に
！ 

 
 
 
 

●
安
倍
首
相
に
！ 

 

ア
メ
リ
カ
核
安
全
保
障
局
は
、 

秘
密
保
護
法
案
が
十
月
二
十
五
日 

 

今
年
七
月
か
ら
九
月
に
、
ニ
ュ 

 

閣
議
決
定
さ
れ
、
国
会
に
上
程
さ
れ 

―
メ
キ
シ
コ
州
で
強
力
な
Ｘ
線 

 

る
こ
と
に
。
こ
の
法
案
は
、
明
文
・ 

を
出
す
「
Ｚ
マ
シ
ン
」
装
置
を 

 

解
釈
改
憲
に
よ
る
憲
法
改
悪
、
集
団 

使
っ
て 

核
実
験 

を
行
っ 

た
と
発 

表
。「
こ
の
実
験
は
今
年
三
回
目
。 

 

戦
争
す
る
国
づ
く
り
で
あ
る
こ
と 

た
だ
ち
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を 

 
 

は
明
ら
か
で
す
。
そ
の
前
段
で
あ 

返
上
す
べ
き
と
指
摘
す
る
ほ
ど 

 

る
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
法
案 

 
 

廃
案

て

全

力

を
つ 

 

岩
田
理
事
長
名
で
十
月
三
十
一 

 

十
一
日
付
で
岩
田
理
事
長
名
で
送
付 

日
送
付
し
ま
し
た
。 

  

し
た
。 

二
つ
の
抗
議
文
送
付
！ 

 

的
自
衛
権
使
に

よ
る
ア
メ
リ
カ

と
共
に
海
外
で 

 

 
「
国
連
軍
縮
週
間
」
で
対
府
交
渉 

 
十
月
二
十
二
日
、
大
阪
原 

水
協
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
で
対
府
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。
岩
田
理

事
長
が
「
申
し
入
れ
書
」
を

提
出
し
、
府
側
は
人
権
局
の 

岡
正
人
・
課
長
補
佐
が
対
応

し
ま
し
た
。 

 

「
申
し
入
れ
書
」
は
四
項

目
を
要
求
。
①
被
爆
国
と
し

て
、
国
連
で
の
「
核
兵
器
の 

非
人
道
性
」
で
の
共
同
提
案

に
日
本
政
府
が
賛
同
し
、
核

兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立
つ

こ
と
を
大
阪
府
と
し
て
日

本
政
府
に
申
し
入
れ
る
こ

と 

と
②
「
核
兵
器
全
面
禁
止

ア
ピ
ー
ル
」
署
名
に
松
井

知
事
の
賛
同
と
署
名
を
求

め
る
③
被
爆
組
写
真
「
原

爆
と
人
間
」
を
府
が
購
入

す
る
こ
と
④
大
阪
府
の
公

共
施
設
で
の
原
爆
展
を
開

催
で
き
る
よ
う
公
共
施
設

の
使
用
許
可
を
出
し
て
ほ

し
い
、
で
府
側
の
回
答
を

求
め
ま
し
た
。 

 

府
側
は
、
前
段
の
三
項

目
は
、
知
事
と
協
議
の
上

回
答
す
る
な
ど
の
返
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

☆ＷＴＣ（ワールドトレードセンター）３６階で 

「原爆と人間」のパネル写真を提示しながら府側 

に説明する岩田理事長 

 

原
爆
裁
判
支
援
の
夕
べ 

 

十
月
二
十
四
日
、
大
阪
弁 

護
士
会
館
で
、「
原
爆
裁
判 

支
援
の
夕
べ
」
が
開
か
れ
、 

豪
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
近

畿
各
地
か
ら
五
十
五
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

挨
拶
に
立
っ
た
藤
原
弁

護
団
長
は
、「
二
○
○
三
年 

か
ら
闘
っ
た
集
団
訴
訟
は

楽
天
の
マ
ー
君
よ
り
す
ご

い
二
十
九
連
勝
で
し
た
」
と

笑
顔
の
挨
拶
。 

 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
お
り
づ
る
」
の 

 

鑑
賞
が
行
わ
れ
、
有
原
誠
治

監
督
は
、「
放
射
能
は
生
涯 

持
続
性
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
」
と 

発
言
さ
れ
ま
し
た
。 

 

集
団
訴
訟
で
判
決
文
を

書
い
た
元
裁
判
官
・
森
野
俊

彦
さ
ん
は
「
被
爆
者
の
訴
え

は
裁
判
官
な
ら
当
然
共
感

す
る
内
容
だ
っ
た
。
内
部
被

曝
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
人

間
を
大
切
に
す
る
国
と
い

え
る
だ
ろ
う
か
」
と
発
言
さ 

れ
ま
し
た
。 

 

GET OUT!カーチスウイルバー 

  

十
月
二
十
六
日
、
米
イ
ー

ジ
ス
艦
カ
ー
チ
ス
・
ウ
イ
ル

バ
ー
が
大
阪
港
に
入
港
。
横

須
賀
港
を
母
港
と
し
、
イ
ラ

ク
戦
争
で
は
、
最
初
の
ト
マ

ホ
ー
ク
を
発
射
さ
せ
た
侵

略
の
シ
ン
ボ
ル
的
イ
ー
ジ

ス
艦
で
す
。
ト
マ
ホ
ー
ク
の

発
射
管
が
は
っ
き
り
と
わ

か
る
グ
レ
イ
の
船
体
に
「
大

阪
港
は
平
和
な
商
業
の
港
。

大
阪
港
か
ら
す
ぐ
に
出
て

い
け
」
の
英
語
で
の
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
参
加
者
で

叫
び
続
け
ま
し
た
。
接
岸
料

四
十
五
万
円
は
、
日
本
政
府

の
思
い
や
り
予
算
と
聞
き

み
ん
な
大
激
怒
で
し
た
。 

た
と
発
表
。
今
回
の
実
験
は 

今
年
三
回
目
で
あ
り
、
ノ
ー 

ベ
ル
平
和
賞
を
た
だ
ち
に
、 

返
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

ほ
ど
の
愚
か
な
行
為
と
強
く 

抗
議
し
送
付
し
ま
し
た
。 

戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
そ
の
前
段
で
も
あ
る

日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
は
戦
争
司
令
部
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
「
戦
争
法
案
」
の
廃
案

の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
宣

言
し
て
い
ま
す
。 


